
伊那市地域公共交通協議会の運行路線「西箕輪線」について 

 
１　路線概要 

　　伊那市地域公共交通協議会の運行路線「西箕輪線」は、伊那養護学校への通学や村

内から伊那市への直通便として利用されるなど、生活路線として重要な役割を担って

います。 

 
２　これまでの経過 

　　平成 30 年度までは伊那バス㈱の独自路線として運行し、本村及び伊那市で運行補

助をしてきましたが、赤字が続いているとして同年度に伊那バス㈱から本村及び伊那

市へ改めて支援要請がありました。 
同年度の村地域公共交通会議に諮り、運行の継続を前提に運行日や運行本数の見直

しを含めて伊那市及び伊那バス㈱と協議することとしました。 
 
３　協議の結果 

(1) 伊那市地域公共交通協議会が運行する路線として西箕輪線を存続させる。 

(2) 南箕輪村は、村内運行分（３km）について伊那市地域公共交通協議会へ負担金を

支払う。 

(3) 経費を削減するため、運行本数の見直しを行う。 

　　 （見直し内容） 

　　　　土曜日に運行している 11 便について、利用が少ない４便の運行を取りやめる。 

現状の全 29 便のうちの４便の削減となり、これにより平日 13 便、土曜日 7便

日祝祭日５便の運行となる。 
 
 

 名称 西箕輪線

 
主体

伊那市地域公共交通協議会 

（運行は伊那バス㈱に委託）

 運行内容 平日 13 便、土曜日 7便日、祝祭日５便

 
運賃

・大人 150 円～距離に応じて増加（上限 310 円） 

・子ども　半額

 

事業費 

（令和６年度実績）

運行経費：371,600 千円、運賃収入：7,391 千円 

差引運行委託料：29,768 千円 

 

うち南箕輪村負担分 6,544 千円（21.9%、距離按分） 

特別交付税　　　　 4,881 千円（措置率 74.6％） 

一般財源　　　　　 1,663 千円



４　令和６年度の利用実績　31,928 人 


